
以
上
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
ゑ
る
と
、
「
お
世
継
ぎ
を
得
る
た

め
の
非
常
手
段
と
し
て
、
南
蛮
流
外
科
に
よ
る
帝
王
切
開
が
行
わ

れ
、
お
世
話
に
な
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
弓
を
ひ
か
な
か
っ
た
」
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
熊
本
県
人
吉
市
）

八
相
良
頼
喬
公
の
父
君
、
相
良
頼
寛
公
御
危
篤
の
時
は
、
長
崎
か

広
島
地
方
の
藩
医
た
ち
と
そ
の
業
績

ら
中
国
人
医
師
彰
川
入
徳
と
西
三
伯
が
招
か
れ
て
治
療
し
て
い
る
こ

れ
、
現
存
し
て
い
る
こ
と
。

と
○

幕
藩
体
制
は
武
士
社
会
を
主
体
と
す
る
封
建
社
会
構
造
の
上
に
成

立
し
、
そ
の
政
治
行
政
機
構
の
中
で
は
、
近
代
社
会
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
組
織
化
さ
れ
、
活
動
的
な
医
師
の
職
業
集
団
は
存
在
せ
ず
、
し

た
が
っ
て
そ
れ
ら
の
学
術
活
動
と
し
て
も
、
特
記
さ
れ
る
べ
き
業
績

も
認
め
ら
れ
な
い
。
全
国
的
規
模
か
ら
し
て
も
、
各
地
域
・
各
藩
に

お
い
て
も
大
同
小
異
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
広
島
地
方
に
お
い
て
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
か
ら
明
治

初
期
の
廃
藩
置
県
頃
ま
で
の
約
二
五
○
余
年
間
の
広
島
藩
藩
医
の
概

況
を
、
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
考
察
し
て
ぷ
た
い
。

広
島
藩
は
安
芸
一
国
と
備
後
半
国
を
領
有
し
た
外
様
大
藩
で
あ

る
。
福
島
正
則
の
除
封
の
あ
と
、
和
歌
山
か
ら
四
二
六
、
五
○
○
石

の
広
島
城
主
と
し
て
、
浅
野
氏
が
入
封
さ
れ
た
。
浅
野
氏
の
治
世
は

明
治
維
新
ま
で
続
い
た
。

江

川
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歴
代
藩
主
は
文
教
に
心
を
用
い
、
有
能
知
名
の
学
者
を
登
用
し

た
。
藩
主
の
前
任
地
で
あ
る
和
歌
山
領
有
時
代
か
ら
、
当
時
高
名
で

あ
っ
た
儒
医
・
堀
杏
庵
や
黒
川
道
祐
を
用
い
た
。

そ
の
後
、
藩
医
た
ち
が
医
療
界
に
大
き
い
影
響
力
を
与
え
指
導
性

を
も
っ
た
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
激
動
期
で
あ
っ
た
。
そ
の

歴
史
的
転
機
の
十
字
路
に
主
役
を
果
し
た
の
は
、
藩
医
た
ち
と
い
え

当
地
方
に
お
け
る
代
表
的
藩
医
達
の
系
譜
を
た
ぐ
り
つ
つ
、
彼
等

の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
広
島
県
佐
伯
郡
）

〉
ｏ
ｏ

一
七
九
七
年
（
寛
政
十
年
）
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
発
見
し
た
牛
痘
接
種

法
の
情
報
は
、
十
九
世
紀
初
頭
よ
り
次
々
と
我
国
に
も
伝
わ
り
、
た

び
た
び
の
藺
館
医
等
の
種
痘
不
成
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蘭
方
医
等

は
活
性
痘
苗
を
待
っ
た
。
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
年
六
月
）
モ
ー
ニ

ッ
ヶ
の
種
痘
成
功
に
よ
り
、
肥
前
・
長
州
・
京
阪
・
江
戸
の
蘭
方
医

は
、
牛
痘
接
種
、
種
次
に
成
力
し
た
。

吾
芸
州
は
、
佐
渡
の
長
野
秋
帆
の
痘
苗
を
、
三
宅
樵
水
、
津
川
元

敬
、
後
藤
松
軒
等
に
よ
り
種
痘
し
、
同
志
一
○
名
余
が
蘭
学
禁
止
令

下
に
秘
か
に
種
を
次
い
だ
経
緯
は
、
三
宅
春
齢
の
「
補
憾
録
」
に
詳

述
し
て
あ
る
。
山
県
郡
は
、
同
書
に
よ
れ
ば
辺
境
の
地
で
あ
る
が
、

児
玉
凉
庵
、
有
成
父
子
の
種
痘
実
験
（
嘉
永
三
年
五
月
）
を
称
賛
し

て
お
り
、
ま
た
地
方
史
学
家
名
田
富
太
郎
は
、
穴
村
児
玉
俊
造
の
愛

江
戸
後
期
芸
州
山
県
郡
の
牛
痘
接
種

の
研
究
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